
環境にやさしい
次世代の飲料缶蓋 「EcoEnd」

現行蓋からEcoEndへの切替で、
CO2排出量約４割削減

飲料缶用の蓋には材料の加工性や強度など一定の品質を確保するために
多くの新地金を使用することが通例となっていました。
このたび、株式会社ＵＡＣＪによる材料製造技術と東洋製罐による蓋成形技術
を新たに組み合わせることで、新地金の使用量を減らした場合においても
現行蓋と同等の品質性能をもたせることが可能となる次世代蓋の開発を
実現しました。蓋の厚みに変更がないため、飲料充填後の蓋を取り付ける
設備変更も不要となります。


